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ま え カヾ き

本調査は平成6年度㈱海外農業開発コンサルタンツ協会(ADCA)のが実施し

たネパール王国トリスリ虐政計画に関するプロジェクトファインディング調査の結

果をとりまとめたものである｡本調査はADCAの委託を受けた下記の団員により､

平成7年1月8日から同月17日までの10日間にわたり実施された0

豊岡 宣紀 中央開発株式会社

津村 和 光 同 上

本案件は､平成7年度の開発調査案件として､ネパール政府潅概局が強く要望し

ている案件でもある｡中央開発㈱はADCAより平成4年度に本案件に係るプロジ

ェクト･ファインディング調査の委託を受けて以来､ネパール政府雇概局に対して

資料作成等の支援を実施してきた｡今回､更に補足調査として簡易農家調査､トリ

スリ河川日流量データの収集等を行うとともに､わが国のネ政府に対する技術協力

の早期の実施のため､ネ政府､大使館等関係者と協議を行った｡

本トリスリ雇概計画の主水源は､発電所用導水路からの分水施設である｡電力庁

と漕概局の合意のもと､虐概用水量3 m3/sを見込んだ発電用導水路の改修工事が現

在進行中であり､港概局としても､電力庁との合意事項により､本トリスリ港概計

画を早期に実施したい意向を強く示している｡

尚､上記の状況も考慮し､今回の調査結果より､制約された条件下ではあるもの

の､概算事業費の算出､更に簡易事業評価を試みた｡

本報告書は上記調査結果をとりまとめたものであり､今後､本案件の実現に活用

され､役立てば幸いである｡

本調査の実施に当たり､多大の御協力を頂いたネパール国政府､日本大使館､ ∫

I CA事務所はじめ関係者各位に対し謝意を表するものである｡

中央 開 発株式 会社

取締役社長 瀬古 隆三
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2 計画地区の概要

計画地区は中部開発地域､バグマティゾーンのヌワコット県ビドール､ゲルクタ

ール､他で､カトマンズの北西約70kmに位置する.丘陵地帯(Hill Area)に属し､

トリスリ川左岸の川岸段丘及びこれに沿う台地上に広がり､標高はほぼ500-600m

であるo地区の平均傾斜は7%で､ローム質土壌が地区一帯に分布する｡川岸段丘部

は水田として､また台地上は畑地として拓かれている｡

計画地区近傍のトリスリにおける一般気象は下表のとおりである｡年間降雨量は

1,800 mmであるが､このうち 85%が6月から 9月に集中し､乾期と雨期の降雨量の

差が著しい｡

トリスリにおける一般気象

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

雨量(mm) 15 21 23 44 84 333 474 460 256 76 8 7 1,801

気温(℃) 13.6 15.320.323.924.524.624.024.023.1 21.5 17.8 14.2
-

地区内の人口は約10,000人(2,000戸)で､農業従事者が95 %を占めている｡地

区内をカトマンズ･トリスリ幹線道路が貫通しており､道路状況は良好である｡ま

た､管水路の上水施設も敷設され､時間給水されている｡

調査対象地域における現況作付体系では､春期(4月-6月)にはトウモロコシ､

雨期(7月-10月)には水稲,夏野菜がほぼ全域で､乾期(11月-3月)は冬作物

の小麦､大根､カリフラワー､からし粟等がバクール虐概地区の一部で細々と栽培

されている｡

各作物の播種･収穫期は下表の通りである｡

作物名 播種期 収穫期

水稲(香) 4月中旬 7月中旬

水稲(夏) 7月中旬 11月中旬
トウモロコシ 4月中旬 7月中旬

小麦 10月中旬 4月下旬

冬野菜 11月中旬 3月下旬
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1.背 景

本プロジェクトの計画対象地区は､バタール･ポンプ虐概事業実施地区及びその

周辺地区である｡バタールプロジェクトは農産物の大消費地である首都カトマンズ

に近く､また近傍に位置するトリスリ水力発電所の電力が利用できるため､トリス

リ川から揚水するポンプ虐政のパイロット事業として実施された.工事は雇概局に

より1974/75に開始され､ 3 フェーズで実施し､対象面積424haに虐概施設が建設

された｡

トリスリ･デビガット水力発電はトリスリ川上流で取水し､河川沿いに導水して

発電する水路式発電で,関連施設は水資源省電力庁が管理する｡同発電所はユーゴ

スラビア､西ドイツ､日本の援助を得てインド･ネパール両国の共同プロジェクト

として建設された｡ 1969年に運閲し､取水量は30rrt3/s､発電量は21MWである｡建設

からすでに25年近くを経て､施設の老朽化が進み､リ-ビリを必要としているが､

電力庁はトリスリ川流量に余裕があることから､施設の改修と同時に､取水量を45

m3/sとする発電能力の拡張を計画し､世銀の援助により詳細設計を実施した.

なお､トリスリ水力発電の水源となるトリスリ川は､ヒマラヤ山中チベット領内

にその源を発し,南下してカトマンズ西方で西に向きを変え､ブディガンダギ川を

合流してネパール三大河川の一つであるガンダギ河となり､インドへと流下してい

る｡発電用取水地点における流域面積は､チベット領内の2,975 kn5を含み､ 4,640

kniである｡



トリスリ潅漑計画

概要図



3 計画立案の経緯

3-1 既存濯激施設の現状

(1)バタール･ポンプ虐故事業(当初計画)

ネパール政府雇概局は､ 1974/75年にバクール地区及びその周辺(対象面

積:424 ha)を対象にトリスリ川を直接水源とし､ポンプ揚水による虐政施設

を建設した｡

当初計画による雇概システムは図3.1-1の通りである｡

図 3.1-1バタール･ポンプ潅概計画(当初計画)
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修する合意が得られた｡

現在,世銀融資により､ 1995年7月竣工予定にて建設中である｡

合意文書に記載されている内容の概略は､以下の通りである｡

i)電力庁は､トリスリ雇概計画に必要な用水量3 m3/sを発電用導水路より分

水する｡但し発電水量の確保を優先するものとする｡

追) i)を実施するにあたり､追加費用が発生した場合､電力庁は世銀と協議

を実施する｡

瓦)虐親局は､トリスリ虐概計画に係る予算措置を開始するものとする.

(3)トリスリ河川流量と計画取水量について

本調査期間中にトリスリーデビガット発電所用水源施設(取水工)直上流

(st. NoA47)のトリスリ川日流量データ(1982-91年)を､水文･気象局より

入手することが出来た｡このデータ及び発電所拡張計画F/Sレポートより､

1967年-91年のトリスリ川月別平均日流量は､表3.2-1に示す通りである｡

表1.2-1より､ 11月-4月の乾期の内,概ね1月-3月の問発電用導水路の

計画取水量(48n了/s)を下回っていることが判る｡上述した合意事項によると

発電水量の確保を優先することとなっているため､ 1-3月の間は､港概用水

量の安定取水は望めない｡
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(2)バタール･ポンプ感慨事業の現状

今回の現地調査時(平成7年1月12日:乾期) ､ 4ケ所あるポンプ機場の内､

稼働中の施設は､トリスリ川からの通接揚水である主機場(No.1ポンプ機場)

のみであった｡他の上位部ポンプ機場(No.2､ 3及び4)の施設は老朽化が著

しく､故障中であったり､交換部品の未入手などにより稼働不可能な状況であ

った｡

更に､稼働中の主機場においても4台のポンプの内､トリスリ川流水中に含

まれる土砂を巻き上げることに起因する､ポンプ機器の摩耗により3台が稼働

不能となっており､残り1台により約0.2m3/sを揚水(当初計画は0.7m3/s)

しているのみである｡

これにより､本施設による港概可能面積は､主機場周辺の農地において､乾

期作(野菜)約50ba､雨期作約100haに止まっている｡

3-2 計画立案の経緯

(1)経緯及び目的

液概局は､上述した既存施設の現状を踏まえ､計画対象地域の上流を流下

するトリスリーデビガット水力発電所の発電用導水路から分水し､ポンプ虐

概を主体とする原計画から､重力港概を主体とする方式に改めるトリスリ産

概計画を1988年立案するに至った｡

時をはぼ同じくし､水力発電所の改修及び拡張計画が立案された｡これを

機にトリスリ濯概計画の実現に向け､水資源省内部の雇叔局と電力庁の間で､

発電用導水路から虐政用水量として最大3
∩f/sを分水することについて合意

が得られた｡

(2)分水量に関する合意事項

濯概局と電力庁の間で､当初の発電拡張計画に必要な45∩?/sに､トリスリ虐

政計画への必要分水量3 m3/sを上乗せした発電用導水路の規模(48m3/s)に改

4



4.計画の概要

4-1 作物生産

(1)作付休系

現況及び計画作付体系を示せば､次の通り想定される｡

現況作付体系 計画作付休系

雨期 乾期 雨期 乾期

水稲400.ha 小麦*300ha 水稲200ha 小麦*300ha

(対岸) (対岸) (対岸) (対岸)

水稲200ha 小麦‡100ha 水稲400ha 小麦*100ha

トウモロコシ600ba 冬野菜50ha トウモロコシ400ha

(対岸)

トウモロコシ800ba

夏野菜200ha

(対岸)

夏野菜400ha

作付率138% 作付率233%

注: ‡の水源は湧水｡

ケ-スⅠⅠ地域(虐政可能面積800ha)

現況作付体系 計画作付体系

雨期 乾期 雨期 乾期

水稲200ha 小麦*100ha 水稲400ha 小麦*100ha

トウモロコシ600ha 冬野菜50ha トウモロコシ800ha

夏野菜400ha

作付率119% 作付率213%

注: ‡の水源は湧水｡
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(2)作物収量

各作物の現況単収は､今回実施した農家間き取り調査､目標単収は平成4年

6月作成のADCA報告書｢トリスリ雇概計画｣を参考にして､下記の通り設

定した｡

作物名 現況単収(kg/ha) 目標単収(kg/ha)

水稲

小麦

トウモロコシ

大根

4,000

1,200

2,700

25,000

6,000

2,000

5,000

34,000
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(2)計画用水系統(受益面積: 1,200ha)

(a)地区④ (800ha)

発電用導水路より3 m3/s分水し､自然流下により地区内へ雇概用水を導水す

る｡地区内の高位部(計225ha)に対しては､ 2ヶ所のポンプ･アップにより

雇概する計画とする｡これにより､既存バタール･ポンプ雇概施設による現状

の受益範囲には､自然流下による導水が可能となる｡

(b)地区⑧及び地区⑥ (200+200ha)

主要地区④のトリスリ川及びタディ川の各々対岸となる地区⑧及び地区◎に

対する漕概方法は､以下の2ケースが考えられる｡

1)地区④とは独立した用水系統とし,地区⑧については､トリスリ川を､地

区⑧についてはダディ川を各々直接水源とし､ポンプ･アップにより虐概

する｡

2)発電用導水路を水源とする地区④の延長として､水管橋よりトリスリ川及

びタディ川を各々横断させ､雇概用水を導水する｡

今回の施設計画には, 2)のケースを採用するものとした｡

想定される計画用水系統を示すと図4.2-1の通りとなる｡

1 0

｣



8. Stud Schcdulc

A M ∫ ∫ A S 0 N D ∫ F M A

oVer811works

r8iny8○880n

1eldsurye h

担

eofrlCe rk

g

Ⅰrrlg&t10nr8mage

Hydrology/meteorology/w&terqu&1ity

Soil/18nduse

F8rmm8n&gement/Cultivation

FarneconOmy

FacilitiesplanLung

T○pogr8phicalsuryeysuperyision

prq'ectev8lu&tion

l

担

担

担

担

担

g

l

g

g

Man-month breakdown

Field: 1 9 tn/m

HomeoFICe: llmJm

Total: 30 m/m

8.

S
t
]
1
d

S
c
h
e
d
t
l
l
e



4-2 施設計画

施設計画に当たっては､虐政局のアイデア及び保有する資料をもとに想定される

施設を計画し､概算事業費を算出するための最小限必要とする概略設計を行った｡

(1)計画対象地域の設定

対象地域の受益範囲は､革細な地形図がないため確定されていない｡漕概局

の情報をもとに､計画対象地域として地区④ 800ha､地区⑧ 200ha､地区◎

200ba合計1,200ba とする｡

9
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表3.211 トリスリ川月別平均日渡量(st. No.447)

(単位: m3/s)

年 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

1967 64 137 429 EE] 326 199 67 48

19U8 65 220 486 479 281 170 76 51冒蔓妻 鞍

1969 62 EEE] 398 451 335 126 68 47班防

1970 65 162 EEa 512 290 152 84 58

1971 65 348 448 549 320 154 82 55鍾

1972 101 163 431 473 283 106 63

1973 60 97 366 510 663 525 288 100 EZ]

1974 51 54 82 200 546 640 396 186 86 61

1975 51 60 92 264 548 561 516 222 110 70

1976 49 85 207 367 4甲7 372 165 99 66

1977 48 ≡ 50 55 78 192 591 609 360 164 94 62

1978 57 151 335 520 625 332 215 108 70

1979 51 52 92 185 468 504 280 137 83 56

1980 59 81 276 663 678 390 162 91 59

1981 51 85 290 714 619 369 140 87 56巴
1982 56 75 E] 212 407 596 393

･l20
78 54

1983 70 161 377 506 438 200 95 60壁

1984 107 298 619 517 417 117 70 49

1985 55 156 486 432 369 200 92 69軽重

1986 55 55 54 65 77 319 694 595 454 169 96 68

1987 54 NA NA NA NA NA NA NA NA 116 79 62

1988 52 49 49 60 86 178 488 566 260 109 72 59

1989 54 48 EE] 57 105 188 356 441 282 120 65 51

1990 48 91 315 815 650 452 167 77 49

1991 86 210 488 802 NA NA NA董妊 蓋i≒董当量妻
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(3)主要施設内容

想定される主要施設内容は､表4.2-1(地区④)及び表4.2-2(地区⑧､地区⑥

共通)に示す通りである｡

表4.2-1 主要施設内容(地区④)

施設名 仕様 規模/ケ所

1.導水路施設

･導水路 RCフリユーム L=8.5km,B=2.5m,H=1.6m

･沈砂池 RC造 L=30m,B=5皿,D=3m

･水管橋-a
RCPipe L=20-150m,¢=1.3m,10ケ所

･付帯構造物 RC造 量水ぜき,取入口,カルバート等

2.幹線水路

･用水路 RCフリユーム L=8.5km,B=2.0-1.5血fI=1.5-1.Om

･付帯構造物 RC造 量水ぜき,取入口,カルバート等

3.支線水路

･用水路 RCフリユーム L=8.5kⅠ□,B=1.0ⅠⅥ,H=0.7m

･付帯構造物 RC造 取入口,カルバート等

4.No.2ポンプ機場

･ポンプ施設 280kW,H=52m 2セット

･送水管 鋼管 L=215m,¢=0.45Ⅱl

･ポンプ小屋 レンガ造 30m2

･付帯施設 RC造 受水槽等

5.No.3ポンプ機場

･ポンプ施設 260kW,H=32m 1セット

･送水管 鋼管 L=450m,¢=0.45m

･ポンプ小屋 レンガ造 30m2

･付帯施設 RC造 安水槽

6.維持管理用道路

･道路 タール舗装 L=10.Okm,B=3.Om

･付帯構造物 RC造､ギヤビオン 橋梁カルバート,コースウェイ等

表4.2-2 主要施設内容(地区⑧､地区⑥共通)

施設名 仕様 規模/ケ所

1.取水施設

･ポンプ施設 260kW,H=31m 1セット

･送水管 鋼管 L=150m,¢=0.45m

30m2､受水槽など
･ポンプ小屋 レンガ造

･付帯施設 RC造､ギヤビオン

2.幹線水路

･用水路 RCフリユーム L=2.Ohm,B=1.5m,H=l.Om

･付帯構造物 RC造 量水ぜき,取入口,カルバート等

3.支線水路

･用水路 RCフリユーム L=2.Okm,B=1.Om,fI=0.7m

･付帯構造物 RC造 取入口,カルバート等

1 2
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4-3 概算事業費

本現地調査において積算資料の収集は､行っていない｡中央開発㈱が参画した

｢ネパール王国カトマンズ盆地虐概改善計画業務実施調査報告書､ J I CA平成

6年｣の積算資料,情報を参考にし､概算事業費を算出すると概ね4億ネパール

･ルピーとなる｡

4-4 事業評価

事業評価に当たっては､中央開発㈱が参画した｢ネパール王国カトマンズ盆地

漕概改善計画業務実施調査報告書､ J I CA平成6年｣の数値を引用し､推定す

るものとした｡また､本事業の評価期間は､虐政施設の耐用年数を考慮して､工

事期間2ヶ年を含め50ヶ年と設定する｡

経済評価における事業収益性を推計した結果を取りまとめると表4.4-1になる｡

本事業の実施は国家経済的観点から極めて高い妥当性を伴うものと判断され､事

業の社会経済的波及効果も考慮すれば､事業の有益性は更に増大する0

表4.4-1 事 業 収 益 指 標

評価基準 ケースⅠ地域

純現在価値(割引率10%)

便益.費用比率(割引率10%)

経済的内部収益率

Rs246,029,000

1.56

16.19
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以上の通り､本案件は広範な効果をもたらすものであり､水力発電所拡張工事

が開始されていることもあり､ネパール政府雇概局が日本政府の技術協力に対し

て期待することろは大きい｡また,早期の実施を希望している｡
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5.総合所見

5-1 技術的可能性

3-2計画立案の経緯で述べた様に､藩政局と電力庁の合意で発電用導水路より､

雇概用水として最大3 n了/sの分水量が確保されている.本計画は､濯概計画にお

いて､建設費に高い比率を占める取水施設にかかる費用が､はとんど発生しない

という恵まれた事業であると言える｡また､技術的に障害となるものは特にない

と判断するが､今後の調査において以下の点を確認,整理する必要がある｡

1)計画対象範囲の選定及び受益面積の確定

2)ポンプ施設の適正規模

3)沈砂池規模､ポンプ施設に影響する河川に浮遊する土粒子の種類､粒荏

4)地区⑧及び地区◎ (トリスリ川､タディ川の対岸地区)の取扱い方法

また､その他の検討事項として､前述した通り乾期の内1月-3月の間､本計

画への発電用導水路からの安定した分水量の確保は期待出来ない｡本計画では､

この間の濯概を考慮していないが､その間の考えられる濯親方法としては､

1)地区内にファーム･ポンドを設け､雇概期(4月-12月)の発電用導水路

からの分水量を一部貯水する

2)湧水または地下水の有効利用を検討する

などが考えられる｡

5-2 社会経済的可能性

本計画の事業評価結果によれば､ E I RR (経済的内部収益率)は16.19%と推

計され､虐政局の外国援助対象案件基準(E I RR IO%以上)を十分満たす有望

案件と言えよう｡
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また､本事業の便益には農産物や農業副産物の増産便益などの直接効果以外に､

下記の様な間接的波及効果が考えられる｡

(1)前方･後方関連効果

農産物の増産によって農業生産資財供給の前方関連産業と農産物の加工･流通

の後方関連産業の振興とそれらの産業に対する就業機会の創出が期待できる｡

(2)生活水準の向上

農業所得の増加によって農民の生活水準が改善されると共に､農民の購買力が

増大し､雇概区内の商業活動を活性化させて､都市部と農村部の地域格差の是正

が促進される｡

(3)内陸漁業の振興

漁業事務所による水田養魚の奨励を鑑み､本対象地域内の水田や調整池を有効

利用した鯉などの淡水魚養殖が可能となれば､農民に対する貴重な蛋白源の確保

にもなる｡

(4)付加価値の創出

事業の実施によって事業費のかなりの割合が現地産建設資材の調達に充当され

ると共に､建設労働者の大量雇用を通して労働者の消費財に対する購買力が増大

し､その関連企業の生産活動が誘発され､新たな付加価値が創出されることにな

る｡

(5)離村対策

事業の実施によって離村に歯止めがかかり､都市への人口集中を抑制すること

になる｡

以上の様な諸効果をも考慮すれば､本事業の社会経済的な有益性は更に増大する｡

なお､ E I RR推計に当っては､トリスリ川上流に位置する発電所拡張事業の完

工に伴い､乾期の内､ 1月-3月の雇概用水の安定供給が期待できないので､ With

Projectケースの乾期作は勇水依存の現況作物栽培とした｡もし1月-3月の潅概

用水源(ファームポンド､地下水など)の確保が可能となれば､港概用水の利用効

率を高めることによって冬野菜の作付面積の拡大を図ると共に､作物の多様化を図

ることが可能となり､ E I RRの推定値はネパール農業開発銀行の直営虐政事業に

対する長期融資基準(E IRR 18%以上)を上回るものと推測される｡
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6. TOR

Terns of Reference (Proposed)

E正;

Feasibilitv Studv on Tdsuli Imigation Project

I. Background

The agriculturalsector is a mainstay of the Nepalese economy, accounting for

50% of the GDP, and over halfofal1 employment.

Untilthemid 1980's, Nepalwas a net exporter ofstaple grzuns. h recent years,
however, imports of the same have increased, and the countries self~sufnciency in

food production has slipped to 80-90%. In lightof the current population growth

rate of 2.08% per annu血, the urgency of measures to increase domestic food

production is evident･ This is particularly true of hillareas which, in contrast to

the Temiplain have not beenthe target of vigorous investment efrTorts.

Ⅱowever, due to constraints of topography and environmentalissues,their are

limitations on the degree to which cultivated a托a Canbe expanded in hill area.

Accordingly, a vertical approach to improved productivity of existing fan land is

necess打y, including strengthening of farm support institutions and the

introduction of imigated agriculture.

The Trisuli
projectarea is located in hillarea where irrigation development to

date has been mainly carried outunderthe Battar pump project.
This is a pilot

project whereby irrigation water is lifted by punp缶om the Trisuliriver availing

of power舟om theTrisuli hydropower plant, forthe production of cmps to be

marketed in nearby Katmandu･ Projectconstruction was comenced in 1974 by

the Department of Irrigation (hereinafter as DO‥) to provide imigation facilities

for a target area of424 ha.

At present, however,the
projecteffectively provides imigation to only 20-30 ha

due to operationaland maintenance difnculties, principalamong which have been

decrepitude of facilities, pump malfunction induced by sediment load, and

substantialrise in electricity tariffs･ In order to addressthis situation, DOI has

formulatedthe Trisuli Imigation Project,which envisions diversion from the

existing headrace to the Trisuli hydropower plant for imigation of an expanded
bjne飢area･ A preliminary feasibility study for the Project was conducted in
1988.

The Trimliriver has its source intheTibetan Himalayas, mowing southto a

point west of Katmandu wheretheriver alters its course to joinwiththe Budhi
Gandakiriver to formthe Gandakiriver, one ofthethree naJ･orrivers of Nepal.
The Gandakiriverflows southward into India.
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The catchment area of the Tdsuli atthe point of diversion for the Tristlli

hydropower station is 4,640kn2, indluding 2,975 km2 of Tibetan territory.

Discharge is fed tothe Trisuli hydropower plant by an intake facility and a

headrace aligned alongthe river. The plant is operated by the NepalElectricity

Authority (hereinafter as NEA) of the Ministry of Water Resources. The plant

commenced operation in 1969, and due tothe subsequent length of service is in

need of rehabilitation･ NEA is currently undertaking detailed designwith

funding assistance from the World Bank to bothrehabilitate and expand the

capacity of the existing facility in view of additional available discharge for

generation.

In view of NEA's existing plan to expand the Trisuli hydropower facility, DO‥

established agreement with NEA to provide for diversion from the Trisuli

headrace for irrigation use. Due to the factthat construction for rehabilitation

and expansion of the Trisuli hydropower plan (Trisuli-Devighat Hydropower

Upgrading Project)is to commence in FY 1992, it is urgently required to address
the details of the related Trisuli hrigation ProJ'ect.

2. Pro Area

The Projectarea is located 70kn, northwest of Katmandu, and compr1SeS the

Bidur and Gerktarvillages of Nuwakot District of Bagmati Zone inthe Central
Development Region ofNepal. The area belongs tothe Nepalese HillAnea. It lies

on the left bank of the Trisuli River and includesriver terrace and adj'acenttable
land･ The elevation of the area ranges 500 to 600 m above sea level･ The top layer

orsoil is loam.

River terrace (flat landalong river) is used as a paddy rleld and hilly area is

used as a upland field.

Annual average rainfall is 1,800Ⅱ1m. Moreover, 85% of the totalrainfall is

concentrated into the rainy season during June to September, thus rainy and dry

Seasons are clearly de{1ned.

Rainfall and temperatures at Trisuli nearthe Projectarea are aS follows:
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Total population in thearea is approximately 10,000 (2,000 households) and

95% of the population belong to fan households.Asthe area is accessed viathe

Katmandu-Trisuli Highway which passes throughthe Projectarea, condition of

road transportation is very good.

Piped water service is available, althoughsupply is restricted to certain hours

daily.

The main crops grown inthe area are paddy,millet, wheat, potato, mustard and

maize. Cultivation is mostly rainfedwithsome land (20-30 ha) being irrigated

by Battar liftimigation and naturalstreaLm.

Due to lack of irrigation water･ and continuing traditional method of

agriculture, yields in the area are low and food shortages affect the area yearly.

The yields per hectare for main cropsare aS follows:

Paddy 1.6仙a

Wheat 1.2仙a

Maize 2.7tnla

The general living standard ofthearea population is low. Thereare few J'ob

opportunities outside the agriculturalsector in the vicinity. Some of the

population work in hdia as seasonalmigrant workers.

3. Project Ob_1'ective

The
objectiveof

the Projectis to increase agriculturalproduction and to e印and

employment opportunity thoroughstable irrigation supply by ①rehabilitationof
Battar lift imigation facilitiesthe function of which has become considerably

paralyzed, including
changing of water source and ②construction of imigation

facilities in and around rain fed portions of the Projectarea.

lmplementation of the Projectwillmitigate thefood血ortageinthe area and
increase farm income, enabling enhancement of living standard by marketing

surplus agriculturalproducts in Katnandu･ Theseare in linewiththe targets

underthe eighth 5-Year Plan of ①alleviation of poverty and ②sustainable
development

oftheruraleconomy.
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4. StudyArea

The target area for the Feasibility Study is in andaround the Battar hrigation

ProjectArea in Nuwakot Districtwithin the CentralDevelopnent Area. Total

area i$ 1,200 ha.

5. StudvScoDe

The Feasibility Studywill be camied out including the investigation of

optimum development scale.

6. Study ConDOnentS

Major study components are as follows:

Field Surve

a. Meteorolo andH drolo Water ualit

- IdentirlCation of available discharge for agriculture onthe basis of

hydrological and meteorological
data appliedunder the Trisuli

hydropower generation plan.

I Sieve test of sediment load, pH test and electricalconductivity test of
discharge from the powerhouse headrace･ Results of sediment testing

will be applied to desilting basin design.

- Survey of spring water in the area.

b. Soil. I.and tJse

- Selection of test excavation sites on the basis of representative
topographical classifications for the area, and execution of test

excavation to identif?cross-sectional features.

I Recovery ofsoil samples at necessary locations, and execution of soil
testing at a local laboratory facility.
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Identi{1Cation of current land use in the Projectarea on the basis of

aeropboto interpretation, study of related data and field

reconnaissance.

c. Ⅰmi印tion/Drainage

- Identification of the status of existing Irrigation facilitieswith

regards to location, scale, capacity, degree of obsolescence, and

operation and maintenance set-ups

- Field reconnaissance foralignment of intake canal. This is to be

camied outwithattention tothe followlng:

① Confirmation of the degree of usability of existing irrigation

facilities, beanng lnmindthe elevation of existing pump

station and other water-conveyance structures.

② Attention to location
ofd朗ilting pond. Facilitiesunder similar

projectswi11
be surveyed, and other related data studied as

siltation of irrigation facilities is an often occurnng problem in

Nepal.

③ Possible inclusion of a reservoir component, since extrem占1y
low discharge in certain dry馳aSOnS is a possibility. This issue

wi11 be studied on the basis of hydrologic survey, farm

management data, e上c.

- Identi丘cation of drainage conditions at the on-farm level in the

present irrigatedarea

d. FarmM:an且 enent

- Field reconnaissance and interview survey to identify crop varieties,

cropplng Pattern, CrOPplng methods, farm labor input, yields,

production costs and farmincome

Identification of farmer organizations and agricultural support
institutions

Study for formulation of nexible cropplng Pattern reflecting season

wise available discharge

2 1



e. FarmEconom

- Survey of representative sampling of farm households to identify

nature offarm economy inthe area

Survey of price trends for farm products, and farm marketing
ne ch ani sns

Survey of supply and demand trends for farm products atthe national

and reglOna1 levels

£ S心pervision ofTopo軒aphicalSurvey byLecalFirm

- Carry out topographicalsurvey for the Projectarea ofl,200 ha

- pro丘Ie and■ cros針SeCtionalsurveys for lOknof new intake canal

route

(2) Home O伴iceWorks

a･Analysis of natural(available discharge, topography,醐il, etc.)and man-

made (farm management, marketing system, supply/demand trends,

etc･) constraints to development, and identirlCation of development

potential

b･ Comparative study of several alternatives reflecting constraints and
development potential in order to identifythemost ration如development
approach and scale

c･ Formulation of farm management plan renecting farm economy and

seasonwise available discharge

d･ Formulation of facilities plan, and operation and maintenance plan on

the ba由s of the above farmmanagement plan

e･ Study for farmer organizations, agricultural support system and

marketing nechamism

f･ Teclmicaland economical evaluation of the Project
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7. Assigned Experts

The following expertswill be required forthe
subjectStudy:

Discipline No.
of persons

Team leader / rural development

Irrigation / drainage

Hydrology / meteorology / water quality

Soil / land use

Farm management / cultivation

Farm economy

Facilities planning

Topographicalsurvey supervision

ProJ'ect evaluation

1

1

1

1

1

1

1

1

1
●-L~11 +-I-+-L-L一lll■-.-● 1 -1---I-■---.-.---■■---I---■一一-I-.-I-.-I-1-.I.-.一一-I-ll■-I-11■}1-I
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1.調査日程及び調査員の経歴

日程表 調査員の経歴

日順 年月日 曜日 行程 宿泊地 調査員名 経歴

1 H7.1.8 (日) 東京-バンコク(TG641) バンコク 豊岡宣紀

津村和光

S.46.3京都産業大学経済学部経済学科卒

51.12英国マンチェス夕一大学院修了

53.2-H.1.10日本技術開発㈱

札1.10-6.1自営(建設コンサルタント)

6.2-現在中央開発㈱

S.58.3東京農工大学農学部卒

58.4-60.6青年海外協力隊

2 1.9 (月) バンコク-カトマンズ(TG311) カトマンズ

3 1.10 (火) 濯概局表敬

中部遵概局打合せ

JⅠCA表敬

カトマンズ

4 1.ll (水) 大使館表敬
カトマンズ

資料情報収集 60.9-61.5中央開発㈱

61.6-H.1.9㈱中央開発インターナショナル

H.1.10-現在中央開発㈱5 1.12 (木) 現地調査(トリスリ)

ヌワコット県濯概局打合せ

トリスリ発電計画現場事務所打合せ

カトマンズ

6 1.13 (金) 濯概局打合せ,資料収集

Water&EnergyCoーmnission表敬

大使館報告

カトマンズ

7 1.14 (土) 資料整理 カトマンズ

8 1.15 (日) 濯概局打合せ,資料収集

水文.気象局資料収集
カトマンズ

9 1.16 (月) JⅠCA報告
カトマンズ-バンコク(TG312)

バンコク

EE] 1.17 (火) バンコク一束京(TG640) 東京



2.面会者リスト

(1)日本大使館

印 藤 久 書

(2) JICAカトマンズ事務所

小 堀 泰 之

内 藤 紀 雄

一等書記官

所 長

所 員

(3)感慨局(Department of lrrigation)

笹 野 伸 治 JICA専門家

Mr. S. P. Sharma DIY. Director General

(4)中部虐概局(Central Regional Irrigation Directorate)

Mr. P. B. Adiga Director

(5)ヌワコット県虐概局(District Irrigation Office, Nuwakot)

Mr. B. Chhatkuli Divisional Engineer

Mr･ J･ M･ Shrestha Asst. Irrigation Engineer

(6)トリスリーデビガット発電拡張計画現場事務所

(Trishuli-Devighat Hydropower Upgrading Project)

Mr. G. B. Shrestha Project Director

Mr. R. M. Sulpya DIY. Director

(7)水文･気象局(Depart皿emt Of 8ydrology and Meteorology)

Mr. K. S. Yogacharya Director General

Mr. G. Rajkarnikar Hydrologist

(8) Water and Energy Commission Secretariat

Dr･ G･ R･ Bhatta Act･ Executive Secretary



3.収集資料リスト

(1) Batter Lift lrrigation Project計画模式図,港概局

(2) Batter Lift lrrigation Project Data Sheet,潅概局

(3)トリスリ川取水地点上流(st.NoA47)日流量データ(1982-91),水文･気象局

(4)トリスリ雇概計画地区地形図(1/50,000),港概局

(5) Trishuri-Devighat Layout Plan,電力庁

(6) Map of Nepal (1/800,000)

(7) Kathmandu-Patan City Map (1/25,000)

(8) Kathmandu写真集



4.トリスリ川日売量データ(1982-91年)
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DIHPl - MYDROLOGY S(CT10N

MEAN DAILY DISCHARG【S [culeC]
Y【AR 1983

Station no.: H7

River: Trisuli

Location: 8etra*ati

lnstrulentS.' Staff Gauge

Recorder

Cable hy

Sed. Sa4Pler

Datl: 15 Jam. 1995

しatitdl 【de9■in sec】.･
27 58 08

Lon9itudB [d89 ■in sec]:85 ll 00

亡1evatiln (■ltCrS】.･ 川

Drain叩Ir8a [sq. kJ.】:1110

Start Of record.･ 01/OJ/る7
End of record:
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Mean daily 1988･

Instantaneous 1988

HEAN MAXIHurl

DISCH.lcukeCI OISCH.【culeC] GAUGE HT.[b.1 DAT【

170 758 3.24 1 Au9. 88

【IH川UH

DISCH. cu-ecl GAUGE HT･ l･ DATE

45.6 0.77 27 Feゎ. 88
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Recorder
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End of record:
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MEAN t)AILY DISCHARG【S 【cu■ec]
YEAR 1??0

Station no..･ 447

River.･ TristJli

Location: Betra■ati

lnstru+ents: Staff Gauge

Recorder

Cable hy

Sed. SaJPler

Date: 15 J抑. 1995

Latitude [dq
L!nsec]:

27 5B 08

Longitude (dq lln See):85 11･00

【levatiln (IeterS】: 州

Drainap mJ 【sq.kl.):1110
start of r…rd: 01/04/87
End of record:
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豊節夫宗主謀讐望馨謂慧鮎驚亨0禁鳥：柵ヰ十ペソ・机フラワ巧ど｝

既設No.1ポンプ機場付近の野菜作（約50ha:大根、キャベツ、カルフラワーなど）
風景（水があればこんな大根も穫れる）。

巌錆電話定詰．笥鵠親鮎嵐儀組監禁

トリスリーデビガット発電所拡張計画（平成7年7月竣工予定）
既設水管橋（約300m）の上流側に増設水管橋を建設中である。

㌧呈孟謂警官碧賓客粁用地

トリスリ灌漑計画分水施設予定地
（電力庁がここまで準備）

壮埼恥ボンナ嶋嘲内（鞭●不能1

既設No.3ポンプ機場内（稼動不能）

埋没ポンプ織唱（揮紬ホ蝦）
止水菅t¢伯リー）

既設ポンプ機場（稼動不能）
送水管（450mm）
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万卜∫ン－べ卜り．スり幹線道軋1ノ）、も柁√予iご【他．雷、叛耶疇、高かの上）を√JL・
（手前を沌卜するのは、少子りIl）

カトマンズ－トリスリ幹線道路より、対象受益地末端部（高台の上）を望む
（手前を流下するのは、ダディ川）

対策受益地（既存No.2ポンプ機場付近）を望む（緑の部分は、湧水による小麦作）こ，

対象受益地末端部のトウモロコシ収穫
あと　（年間これ一作のみである）．．

そ完工言責孟壷ふ茎言J左㌫警電熱

カトマンズ－トリスリ幹線道路
（70Kmの行程を車で3時間を要す）

巨H＝Ⅷ＝丸」ボン封刷射・f通〉

トリスリ川（No.1ポンプ機場付近）

払l量ポンプ職場鋼製池

No.1ポンプ機場調整池
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